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北大文学研究科紀要 111 (2003) 

「国民の創生J

-1930年代中国映画を考察する視点をめぐって

応 仕
辻
士丸山

一，はじめに

今や第一期の黄金時代とされた，いわゆる 30年代中国映離とは.1930年代

初頭から日中戦争の勃発した年の 1937年までの中国映画のこと，特にこの持

期の代表作と目される作品群のことを指す。 1963年に出版された程季撃の

r中国電影発展史』では.30年代中国映踊の主流は，中国共産党の指導と参加

のもとで画期的な発展が果たされた左翼映画あるいは進歩的映画であって，

これらの作品により，中国映画史におけるリアリズムの伝統が築きあげられ

た，とされている o 50年代から形成し始め w中国電影発展史』によってま

とめられたこういった見方は.30年代中国映画に関しての定説となってい

た。

80年代に入ってから，中国映画研究者の簡に.30年代中国映闘を読み直す

という「再認識」的な研究が活発に行われ始めた。文化大革命の終息により，

30年間も倉庫に封じ込められたままであった中華人民共和国建国前の作品

が.80年代の初頭になると，ょうやく再び人々の自に触れることができるよ

うになり，それが，その歴史の研究再開のきっかけとなった。中国国内だけ

でなく，香港，イタリア.8本など，海外でも.30年代と 40年代の作品を中

1 程季芸彦主綴 f中国霊童影発僕史~ (中宮篭影出版社， 1963年2月第1版， 1981年第2紋，

北京)第一主義，第二主主，第三業を参照。日本語の抄訳に中間映画史ij (森川和代編訳，

平凡社， 1987年 10月)がある。
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北大文学研究科紀主主

心とする「中国映画の回顧」という主旨の上映会が頻繁に実施され，中国の

映画というと毛沢東時代のプロパガン夕、映繭のようなイメージしか持ってい

ない人々にとっては，衝撃的な体験となった。

この「中国映画の再発見」以来，多様な携点、からの研究がなされてきたが，

幾つかの代表的な観点や見方が目立つ。まず， 30年間も使われてきた

映踊」や「進歩的映画」といった名称が用いられなくなり， 30年代の問時代

人が使っていた名称である「新興映画運動」や「映画文化運動」が用いられ

るようになりつつある，ということである 20

また，香港などでは， 30年代中国映画においては，左翼的色彩は確かに濃

く， リアリズム的手法も確実に存在していたが，しかし一方では，多様な芸

術手法も存在しており，リアリズムは唯一の手法ではまったくなかったとい

うこと，また， 30年代は左翼映画の時代というよりも，むしろ実験性に富む

映画が数多く現れる時代であったということが，認識し直された。このよう

な見方の広がりによって， 30年代映画は，しばしば「探索の時代」と呼ばれ

るようになった30

もうひとつの目立つた観点として，世界映画史という撰野で見た場合，イ

タリア・ネオレアリズムの前のリアリズモは，建国前の中国にあった，とい

うものがある。これは，ある外国人の映画研究者が，何本かの三、四十年代

の作品を鑑賞した後に残した らしい九この認識からヒントを得て，三，

2 例えば中原電景多発炭史」の執筆者の一人でもあった李少白氏の『影心探蹟 電影際

5た及理論j (中国電影出版社， 2000年，北京)と，陸弘石・育子腕Ij鳥の『中関電影史j (文

化芸術庁I版社， 1998年，北京)では，それぞれ「新興需影運動J と遺影文化運動Jが

使われている。

3 oaえば，香港ff'i夜景三双周刊』編集長や香港設影評論学会会長などを務めてきた李;埠桃氏
は細説風流一一試論孫耳量的八部電影~ (孫、議r大路之歌j [遠流出版公可， 1990年，台

北]所収)で， 1-30年代の中国映闘は，く探索の持代〉であった。各穏の流派が競い合い

令がら存在しており， リアリズムの創作方法もまだ権威的なものではなかったのである

ことは，すでに一般的に認められた共通認識となっている」と書いている。

4 [塗虫、石・静暁日烏 F中国電影史，j57頁，陸弘石:t編『中国電影:描述与i諭釈j (中国電影出

版社， 2002年3月)177][を参照。
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「国民の創生」一一1930年代中出映磁を考察する視点をめぐって

四十年代の中国の映画とイタリア・ネオレアリズモ映画との比較研究という

試みもまた，なされようとされていた。

30年代中国映画はこれまで，以上のように見られてきた。しかしながら

者は， 30年代の作品に触れるたびに，どうも今までの見方だけでは，とうて

い言い切れないところがあると感じたO さらに，あえて言わせていただくな

らば，もっとも大切なところが見逃されているのではないか，と思うのであ

る。

この見逃されたものとはなにか? 一言でいうと，それは「近代」である O

30年代映画は，中国映画史における「近代」の，初めての登場であったこと，

また， 30年代映画に関わる様々な問題は，ほとんどこの「近代」の登場のう

えに成立しえた問題であるということを，私は強く主張したい。本論は，そ

ういった問題提起から，由民・身体・経典・映眠言語というキーワードで，

30年代中国映爾の読み蓋しを試みるものである。

ニ r近代」の不在

1920年代までの中国映画における「近代」の不悲，というのが，本論文の

一つめの命題である。それそわかりやすく説明するために，まずそれまでの

中国映躍の流れをおおざっぱに追っておこう O

映画の誕生とされる 1895年のき吉年に，上海において，中間初の映画上映が

行われた。十年後の 1905年，北京において，中国人による初の映画 w定箪

山』が撮影された。向名の京劇の中の幾つかのエピソードをそのまま記録し

たものだが，この年は中間映間生誕の年とされる O

1910年代，数社の映画会社が設立されたり倒産したりするなか，国産映画

の製作が試みられた。

そして 1920年代に入ると，それまであまり成功しなかった国産映画が転機

を迎えた。中国映頭の老舗の「明星影片公司」が 1922年に設立され，翌年に

大ヒット作『弧児救担記』を製作し，これを機に r天-J，「大中華百合」な

ど数多くの映画会社が現れ，国産映画はようやく産業としての繁栄期を迎え
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7こO

この「繁栄J と定義された持期に製作された数多くの作品は，ほとんど商

業・娯楽趣向の映画に占められている o 最初期には，明星=家庭倫理劇と呼

ばれるお涙頂戴ものや恋愛もの，天一二二封建的色彩が濃い古典もの，大中華

西洋的嵐俗の「モダンJ を強謂する「欧11::;J もの，というように， 20 

年代のこれら三大会社が，それぞれにある種の特徴や作風を見せた作品を送

り出していたが，藤しい競争の中で，ほどなく，各社ともに，商業ベースに

乗りやすい武侠映画(チャンパラ映画)などの製作に走るようになった。武

侠映画のブームの中でもっとも有名な作品， 1928年明星出品の r紅蓮寺炎上

[火焼紅蓮寺J~ は，あまりにもヒットしたため， 1931年までの四年間で続編

が絶えず、，合わせて 18本も作り出されていた。

そういった気運の中で，映画会社の乱立や作品の粗製濫造といった現象も

現れ，ついに「国産映甑イコール低搭」というイメ…ジが定着するほどまで

に，国産挟闘が全面的な危機に瀕した。実際，その内容があまりにも荒唐無

稽なため， 1931年に，国民党政府の電影検査委員会は，世論に応じて，武侠

映画製作の禁止令を出すまでになった。

ここでいよいよ 30年代映画が登場するO まず現れたのは，羅明佑という若

い実業家であった。もともと葉北・東北に 20舘以上の映画館を擁する華北電

影公司を経営していた擢氏は， 1929年の 12丹に映画製作に乗り出し，映画会

社「聯翠」を結成し，当時まだ熱かった武侠映画ブームに乗らず r国産映画

の護輿」を旗印に，悶産映画に対する人々の印象を一新させるような作品を，

世に送り出し始めた。堀起した聯撃に対し， 20年代の映画界を牛耳っていた

は，時代の変化に応じることができず，経営悪化で途方に暮れていた。

方針変更を余儀なくされた明星は，再起を図って，時代の先頭に立った左翼

文化人を会社に招き，脚本の製作などに協力を要請した。このようにして，

もともと新しい作風を持つ聯棄と方針変更した明星を中心に， 1930年代にお

ける，斬新な中国映画がスタートしたのであった。

おおむね以上のような流れだが，見て分かるように，中国映画は日本と同

じように，伝統演劇(京劇)を記録することから始まり， 30年代映画が現れ

4 



「国民の創主主 1930年代中国映画を考察する視点、をめぐって

るまでの 20数年のあいだ，伝統文芸・民間文芸と緊密に結びついており，近

代文化の始まりとされる五四新文化の流れとは，ズレていたのである。

30年代映画の経験者，中間近現代文学の代表的文学者の一人である荷霊氏

は r試為く五回〉与電影画一輪廓一一電影回顧録」という文章の中で，

期の国産映画iの成績は，全部を否定してはいけないが，しかしスクリーンに

氾離していた鴛鷺醐蝶派嵐や文明劇風の封建文芸的なものが映画の主流と

なっていたこと，また新文化の主流との需にー繰が画されていたことは，明

らかな歴史的事実である 50J と述べている O

昔日に触れた 20年代の映画の主なジャンル，すなわち，お涙頂戴もの，時代

劇，武侠もの，恋愛もの等は，その文学的，演劇的彰響や掠泉は，殆どが，

古典小説，民賠文芸，そして近代以降に発生した小市民的大衆通侮文芸(文

明劇，鴛驚醐蝶派)から来たものである。西洋風に見える大中華百合の作品

にも，おもてだけの西洋風の「モダン」が強調されることに止まり，蔀向き

な姿勢や未来指向，力強さ， f]国人主義といった近代的精神を持つ人物は，な

かなか現れない。菖洋風の「モダンJが強調されすぎたため，当時はすでに，

次のような厳しい批評を浴びさせられていた。

慎重に声明しておくが，中国の映闘の中の俳優に関して，私は洋販を

るのを反対するわけではない。が，しかし，場面の内容に応じて決め

るべしと私は主張する。洋服を着るべき場面は着るがいいが，着るべか

らざる場面は，中国の服を着るべきだ。中国の映画なのに，中国の服を

着た人物は一人もなく，あたかも外国人が中国のドラマで演技している

ごとくというのには，絶対賛成できないのだ60

5 将霊「試為、五回か与電影画 4輪廓 電影回顧録J，W中国霊堂影研究』第 a車号，香港中

関電影学会編， 1983年12月。『精霊雲監影文存，1 (中間電影出版社， 1992年，北京)， W中

密電影迎論文選j (下冊) (文化芸術出版社， 1992年，北京)所収。

6 鳳昔酔「中国影戯JJ'lE服装問題J，W篭影雑誌、.1， 1924年第一期。『中段無声電影j (中思君主影

資料舘編，中関電影出版社， 1996年)所収， 997賞。
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我々がよく臼にする現代劇の服装だが，男はみなセピロに革靴，女も

みな麗や胸をはだけたような服。中間風の着装をしたのは，ほんにわず

か年寄りや笥使いのような配役。今日の中間の実情を考えてみると，もっ

ともモダンな上海でさえ，洋服を着る人はやはり少人数で，いわんや上

海以外においておや，だ。映画にとって，もっとも大事なのは理屈が通

ることだから，いまの国産映画は，服装だけとっても理屈に議らないま

まであって，ましてストーリーや演技などなおさらだ

大中葉百合の代表作家の一人だ、った史東山監督も，後に過去の自分の「欧

1tJや「耽美」趣向について，こう語った。

『銀漢双星』を撮った時，家庭のセットのモダンさは，アメリカや

フランスの家庭も及ばない，本や雑誌，新聞でしか見かけないほどだっ

た。本当に「耽美」だった

こういった西洋ばりのセットや服装が20年代の一部の映画に現れていた

のは，とうてい近代的精神の現れとは盟、えない。これは，近代がある段踏ま

で発展してから生み出した物質的文明への享受ということであって，この物

質的文明を生み出した原点，あるいは原動力としての「近代」とは，男日個の

ものである r欧化」とされたものは，皮相の「近代J，r西洋Jしか取り込ま

れておらず，まして古典や民間文芸などを映画化したものの多い他のジャン

ルなどは，なおさらである O したがって，近代的精神を反映したとされる五

四新文学のような「新映画」は，全体として欠如していたということはいえ

よう o 20年代映画が，草創期なりの役割を果たしていたことは決して無視で

きないのだが r近代」の不在，および， 20年代映詞と五四新文学とのズレは，

7 局剣蜂「時装片的服装談J，r中国電影雑誌、J，1928年第 13期中国無声篭影』所収， 1001 

賞。

8 r迎史東i1IJ，香港 r文会報J，1948年 12月6日。
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「国民の剣主主 1930年代中国映画を考察する視点をめぐって

20年代中国映画を考察する擦に考えなければならない，基本的提点であるべ

きだろう。ついでに， 20年代の映画には，同時代の新文学のE重要な作品を映

画化したものが一つもなかった，という事実をも，付け加えておこう O

三 r国民Jへの喚超と想像

30年代に入ったとたん，中国近代史に，また中国映酒史にとっても大きな

影響をもたらしたこつの歴史的事件が発生した。 1931年の「九・一八」満州

と1932年の「一・二八」第一次上海事変であった。国家の存亡にかかわ

る危機的問題が迫り，たちまちにして時代の気運が変わってしまったのであ

る。当時の『影戯生活』雑誌には，六百通以上の読者からの手紙が寄せられ，

「救国J，i抗日」など，この時代の主流思潮を反映させた映闘を撮ってほしい

との要請が殺到したという 9。映画界において，この気運の激変を表したもっ

とも大きな出来事は，恐らく，中l語映画界の老舗である明星の製作方針の変

更だ、ったであろう O

20年代末期に，アメリカのトーキー映習が中国に輪入され始め，映画技術

の革新は各会社が直面しなければならない課題になりつつあった。明星は映

画界を牛耳るよ也{立を保ちたいという考えから，アメリカから高価なトーキー

機材を購入した。これにより明星は f紅蓮寺炎上』などのヒットで儲けた資

金の大半がなくなった。そこで，張石川社長は，聯華に押されぎみで資金困

難に陥った状況を打破しようとして，鴛鴬蛸蝶派の同名小説を映画化した，

六集もある大作『時笑因縁』に，社をあげて取り組んだ。しかし，ちょうど

第一次上海事変の直後から上映され始めたこの作品は，興行的にはまったく

振るわなかった。観客はもう，苦のままのチャンパラものや恋愛ものなどに

は飽きてしまい，新しい時代に呼応できる映画を求め始めていたからである。

結局，こういった流れが，直接的に，明星の政策方針の変更につながっていっ

たのであった。

『中医l電影発展史，1， 1981年第2版， 180頁を参照。
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映画史や学術界などの一般的な見方としては，こういった時代の激変が映

画界にもたらした影響は，主に抗日の主題とリアリズム的創作方法であると

されている。これは一見納得のいく事実であって，私も賛成するのだ、が，し

かしこれらの現象とともに現れた根本的なもう一つの概念を，忘れてはなる

まい。すなわち，由民，近代的国民という概念を，である。

すでに学指的名著とされているベネディクト・アンダーソン r想像の共同

体』の中に，よく引用される有名な定義がある。

そこでここでは，人類学的精神で('親族」や「宗教」を定義するよう

に)国民を次のように定義することにしよう。国民とはイメージとして

心に描かれた想像の政治共同体である一一そしてそれは，本来的に寂定

され，かつ主権的なもの(最高の意思決定体)として想像されると 100

フランス人の映画批評家ジャンニミシェル・フロントも r映画と国民臣家』

の中で，こう述べている O

由民間家という近代的形態の下に実現されたにせよそうでないにせ

よ， <国民とは一つのイメージである〉。あるいはピエール・ノラ

ているように，国民とはその全体が一つの表象であるJ(W記J態の場所.1)。

このイメージとはそれが表象する現実と比べて「より大きな」ものであ

り，その象徴的有効性は拡大してみせる力に比例する O それゆえ，

がいまだ現実には存在せず，建国のために闘う人々によって夢見られて

いるとき，あるいは外敵によって占領されている場合などに顕著なとお

り，現実の力のすべてないしは一部を奪われているときほどに，イメー

ジが強力なものとなることはない。自らを投影し，自己の望ましい姿を

10ベネディクト・アンダーソン F想像の共同体一一ナショナリズムの起源と流行J，白石さ

や・白石隆訳， NTT出版， 1997年5月， 24][。
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「援i民の創生」一一1930年代中国映磁を考察する視点、なめぐって

し出すことによってこそ国民は「形」を成すのである 11

国民とは想像されたものである。それは実存する想像であり，外部からの

脅威が感じられれば感じられるほど，その存在感が増加する o 30年代の中国

社会は，まさに外敵からの脅威が感じられ，国民というものへの想像が，

前の勢いで行われていた時代であった。映画もまた，自分にとって期11染みの

ない新しい課題であるにもかかわらず，すぐさま，この空前の想像の作業に

加わり，それにより，今までの映画と一線を爾し，五四以来の薪文学とも並

行するようになった。

周知のように，明星の製作方針の変更は，左翼文学者を会社の脚本委員会

の責任者に迎えることから始まった。これをはじめ，新文学，さらに広い範

囲の新文芸の多分野から，近代的タイプの若手の新人が陸続と映画界に入り

または協力して，映画界の製作人員の構成は，大きく変貌してしまった。

明星が製作方針を変更した翌年の 1933年に，明星と聯禁を中心に，新しい

作風の映画が次々と封切られる w三人のモダンガール[三個摩登女性J.I， W狂

流.1， W夜明け[天明J.l' W都市の夜[城市之在J.I， W都会の輯[都会的早良J.I， 

F化粧品売場[脂粉市場J.I， W母性の光[母性之光J.I' W春蚕.1，おもちゃ[小

』などなど， 1933年が「中国映画の年J12と名づけられるほどの勢いだっ

たのである。

変容した 30年代映画は， 1933年から始まったわけではない。特に聯繋映画

の場合，前に述べたように，明星より一歩早く時代の要請に応じた作品を送

り出していた。 1931年の聯華作品，孫稔監督の『野ばら[野攻魂J.Iでは，そ

れまでなかった人物像が出現している。 30年代の聯華の中心的俳優，後に監

督として幾つかの名作を残した鄭君里氏は， 30年代半ばに執筆した『現代中

11ジャンz ミシェル・フロント『映頑と関民悶家h 野崎歓訳，岩波書癌， 2002年10月，

8賞。

12 洪深 f1933 年的中医!電影J，文学~， 1934年第二巻第一号洪深文集，1.ヰI悶戯鼠j出版

社， 1959，北京，第四巻， 496賞。
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北大文学研究科紀要

国電影史略』の中で，こう ている O

r野ばら』の譲影は「ー・ニ八」の蔀から始められ，その中の救国思想、

の表現は，ただラストの藍前のエピソードに止まっているが，かえって

作者のもっとも大きな収穫は，自由結婚を求めて家出した「五四」時代

の青年を民族のための集盟主義的戦いへ導いていくという描写にあっ

た。未来の勝利への確信から，作者は中国映画において，映麗人物の新

しい典型安作り出した。あるいは人々がいう通り，新しい作風を作り出

した。美しい夢を持ち，いきいきとした人物たちは，目下のところ苦難

を謝えているにもかかわらず，どんな時でも，人々のために奉仕するこ

とに喜びを感じながら微笑むのである。こういった前向ぎな精神は，当

時の国産映闘に少なからぬよき影響を与えた九

『野ばら』の人物像に対する鄭氏の指摘は， 30年代の多くの作品に当てはめ

ることができる。『夜明け~， w化粧品売場j，W大いなる路[大路]j， W青年行

進曲[青年進行曲]~， W嵐の中の若者たち[風雲児女]J， W十字路[十字傍頭Jj

などでは，近代的国民の理想像が描かれていることは明らかである。少し暗

い雰囲気を持った『若者の不運[桃李劫J~ でさえも，近代的国民の理想、とし

ての青年夫婦である主人公が，結局は死んでしまう，すなわち近代的国民の

挫折という描写で，不条理な社会に問題提起をするのである。

近代的国民という概念は確実に喚起され，想像された。映画は，それを想

像する実行者の構成員であり，その想像作業そのものの一部でもある。近代

的国民の概念が喚起された以上， 30年代以降の中国映画を考える際に，少な

くとも毛沢東が中華人民共和国の文化を強制的に変えようとするまでの中国

映画を考える際には，それを一つの思考の地平娘として，ある種の前提的な

思考の姿勢として，とらなければならないのである。

13 葵~君一思「現代中国電影史略J ， r近代中間芸術発展史」所Jj)(，良友図書出版公司， 1936年。

ヱド稿で引用されたのは中沼無戸電影』所i伎のもの， 1429頁。
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r[沼氏の創生」一一1930年代中国映画を考察する視点をめぐって

田，近代的 r身体」の衰象

この見出しのもとで，主に孫稔監督の作品 f大いなる路』と rスポーツの

女王[体育皇后JJに現れた一種の近代的身体の表象を中心に，近代的由民の
概念が， 30年代映画において具体的にどのような展開を見せたか，あるいは，

30年代映闘はどのように近代的国民の概念そ想像したかを，検討してみた

し〉。

アメリカで映画技法を学んだ、後，帰国した孫瑞氏は， 20年代後半に映画界

に足を踏み入れ，監督デビューしてからまもなく，三作詞の r故都春夢』で，

新しい作風を持つ監督として注自され始めた。 30年代に入ると，彼は次々と

力作を送り出し，当時のトップ監督の一人となった。日中戦争が勃発してか

らの約十年間を上海を離れたり，アメリカに仔ったりして(映画も二本ほど

撮ったが)過ごした後，彼は共和国建国直後に武百iI伝Jを完成した。建屈

の前に撮影され始めたこの作品は，上映して大ヒットを飛ばしたが，まもな

く，毛沢東親筆の『人民日報』の社説を始め，騒しい批判を浴びさせられた。

それ以後も，ぽつぽつと作っていたが，いずれもヒットせず，共和国時代に

おいては，存在感の感じられる監督ではなくなっていった。

孫寿者の映画人生のもっとも輝いた時期は，結局，デビューしてからまもな

くの頃，つまり 30年代になるわけであるが，日中戦争の勃発まで， 30年代の

彼の作品は u"野草閑花J (1930)， r野ばら~ (1931)， W火山での決酪[火山情

血J~ (1932) ， W夜明け~ (1932)， Wおもちゃ~ (1933)， Wスポーツの女王~ (1933)， 

r大いなる路~ (1934)， r自然の中へ[到自然去]~ (1935)， r春が訪れる

到人間J~ (1936)，以上あわせて九本がある。(ほかに， 1935年に聯薬|監督た

ちによるオムニパス映画 r聯華交響曲』の一話 W瓶入狂想曲』がある)。そ

れらの作品の中で，第一の代表作とされているのは r大いなる路』である O

は，この映画は孫瑞監督の一生の代表作ともされており，中国映画ベスト・

テンやベスト 100などにもよく入れられる作品でもある。

『大いなる路』は，道路工事の現場で働く若い労働者の物語だが，活躍する

11 



北大文学研究科紀要

人物は労働者の男六人，それに田舎のある食堂で働く若い二人の女性(うち

一人は，食堂のマスターの娘である)。主要人物はあわせて八人もあり，実際

のところ，群像描写の映画であるといえる O 金主事を中心的存在とする男たち

は，楽観的で，蔀向きで，互いに助け合い，力強く生きょうとする。かれら

は，都市部の工事現場で悪徳管理職にクどにされた後，失望することなし

内地の田舎にある工事現場に向かっていく。ここで二人の若い女性と友だち

になる。二人の女性もまた陽気で強い。特に旅芸人だった莱霜という女性は，

たいへん行動的で，時にはまた母性的な性格の側面をも見せる。

それから彼らは，自分たちが作っている道路は敵へ向かう軍隊を輸送する

ための道なのだということを教えられ，敵に買収された悪籍地主がこの道路

の建設を破壊しようとしているのを知ると，協力して悪徳地主らをやっつけ，

道路の建設のためにより一層頑強っていく O ラストのシーンで，突然にやっ

てきた敵の爆撃機が爆弾を落とし，金寄，莱荊らは死んでしまう。しかし，

死んだみんなはまた立ち上がって I自由への道」などの歌謡が入った歌を歌

いながら，工事を続ける。

映画の冒頭のシーンは，五人の男が道路工事をやっている場面である O み

な微笑みながら Iどんと，どんと，我々は道を切り開く先鋒だノ J と歌い，

少しも「苦力」というイメージは感じられない。このような陽気さは，まず

20年代映画のスクリーンによく見る，めそめそするような人物とは，はっき

りと一線を商す。

それに，もう一つ控目すべきところがある O それは I道を切り開く先鋒」

と自称する陽気な男たちは，みな上半身が裸である，ということである。裸

といえば，物語のなかで，より「刺激的」なシーンがある O 食材を買いに行っ

て来たニ人の女性は， 1需り道で，河でフ永浴び、している金寄らを見かける。六

人の男はみな全裸なのだ。また，見るなと言われた莱荊は，見てしまうどこ

ろか，河端に置いてあった彼らの服を取りあげるという意地悪までしてしま

う。自然，健全，かつ青春的な身体が美しく躍動する O このような身体を自

の前に，堂々とした反応を見せたのも，また美しく見える。

こういった身体の描写は，労働者としての喜びの表れであるとか， 30年代

-12 



「国民の創生」一一1930年代中国映画を考察する視点、をめぐって

にして見れば，いまの人を驚かせるほど大胆な性的措写だとか，いろいろと

解釈されているのだが，私は違う見方を提出したい。

こういったような身体の出現というのは，まず喜びの表れだけでもなく，

大胆な性的描写だけでもない。これらの身体は個別的な誰かの身体ではない

からである。こう言っておこう O これらの身体は，まず，理想、として想像さ

れた近代的国民の身体の表象である，と。自然，健在かつ青春的で，美しく

力強いこれらの身体は，国民の自由への道を作るという偉大なる事業に捧げ

られる身体であり，近代的国民や未来という理想を担う身体であって，個別

的に死んだとしても，その理想、と精神は決して死なないのである，と。こう

いった身体が堂々と出現し始めたことによって，我々は，近代的国民の概念

が，確実に 30年代中悶映画において成立したことを知らされるのである O

中国映画のイメージを一新させ，また中国の新しい時代の到来をも予言し

た第五世代の最初の作品『黄色い大地〔黄土地J~ が現れた三年後に，カメラ

マンとして鍾れた才能を見せていた張芸謀も， 1987年にベルリン映画祭グラ

ンプリを獲得した『紅いコーリャン[紅高梁J~ を監督した。この作品には，

一つ目立った特徴がある O それは，よく上半身裸で姿を現す主人公およびそ

の仲間たちの，強壮な身体の表現のことである。

馬知のように， 80年代は，中国において，蘇った近代化が強力な勢いで展

開した時代である。この意味で w大いなる路』が示したことと同じように，

近代化が進む80年代そ背景に現れた， 50数年後の『紅いコーリャン』からも，

近代とある種の力強い身体とが運命的に関連することが，読み取れるであろ

フ。

実は w大いなる路Jほどは名作とされていないが，この問題と関連性のあ

る孫稔監督のもう一つの特徴的な作品がある。 Fスポーツの女王』である。

f大いなる路』で莱箱の役を演じた女優察結荷が主演したfスポーツの女王』

では，女学校在学中のヒロインが，その抜群の運動神経を注目され，短躯離

の選手として訓練を受けさせられる。一方，学校では「世界体育史」や「体

育学」などの講義があり，健全な肉体に健全な精神が宿るといった教育が施

される。スポーツ大会でいつも優勝する彼女だが，最後の全国体育大会で，

13-



北大文学研究科紀主主

ライバノレの娘が鐙勝を勝ち取るために，病を抱きながら無理な出場をして息

をひきとるのそ見たヒロインは，自分を考え直し，気落ちして負けてしまう。

ラストでは，コーチは彼女を慰め，新しい時代にスポーツの女王などはいら

ないという。次に，運動場いっぱいに繰り広げられる少女たちの体操場面が

写されて，映画は終わる O

この作品について，私は以下の三点を提出したい。まず，粗筋からも見ら

れるように，体育という近代的な概念，しかも隠民と結びついた国民的体育

という概念が，扱われている点である O これについて，躍を督本人は，当時，

次のような意図を示している。

僕は人々の身体の健康にとても注目する O 青春的生気や民衆の積極的

な意欲にも注Eする O 思想的健全は大事だけれども，身体的健全もとて

も大事なのだ。今撮影中の『スポーツの女王』は，まさに体育の重要性

を呼びかけるものだ140

体育は民族の興亡に関わる，あまりにも大切なことである .1……(中

略)体を鍛えることで必ずしも救悶できるとは限らないが，救国に務め

ょうとする は，その身体が強鍵でなければならないのである 15

そして映画の中では，ヒロインの健全な身体が強調される O ヒロインを演

じたのは，孫稔の抜擢により，一気に 30年代のもっとも活躍する女優となり，

健康美のイメージによって人気を集めた君主和荷であるが，彼女の足は，わざ

と思われるほど，よくクローズアップされる。

また，女学校の轄というシーンで，女子学生たちは洗面室のようなところ

で，歯賠きしたり，シャワーを浴びたりしているが，わざわざとヒロインの

14 r:少基「中国電影;芸人訪問記J，~申幸~J i本土車;増干し， 1933年9Fl 22 日 ~1934 年 2 月 18 E3， 

F中間無声電影』所4文， 1238頁0
15孫議 iW体育皇Jf5J導演者言J，ti聯華厨報J，1934年第3巻第15期中医i無芦電影』所

i灰， 352頁。
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「由民の創生」一一1930年代中国映腐を考祭する視点をめぐって

歯震きをしているところがクローズアップされるのである。このクローズ

アップは，最大限にアップされたショットで，白い設に機械的に動作してい

る歯ブラシと，膨らんできた白い泡だけが，長い時間をかけて写される。そ

れは，いわば体育とも関連する衛生への表現であるが，衛生もまた，人間の

身体を管理する近代的メカニズムであることはいうまでもないだろう。

健康美の意識の出現は，孫稔作品に現れるのみに止まらない。体育題材の

作品だけでも， 1933年の明星作品 r二対一』や『健美之路』がある O また，

当時の映画批評の中でも，それがしばしば呼びかけられる O

「民族主義与中国映画」という 1930年発表の一文では，作者は i西洋映酉

で強調されている男性美と女性美」の表現は，中国映画における民族主義の

「真の精神」にとって不可欠なものとしている 160

1931年の「談我所認識的幾位明星」という一文も，当時のトップ女優の院

玲玉と胡蝶について，それぞれ次のようなコメントをしている。「残念ながら

彼女はやせた体つきであって，健康美に富む体格を持っていない。私は彼女

に十二分にお体を鍛えてもらいたいのだoJ i彼女の体格はとてもよしさす

がく{建康かつ美〉との美名に相応しいJ 17 

そういった作品や批評から，身体に対する健康美という意識が30年代映画

に相当広がっていたことが分かる O なかんずしもっとも代表的な表現者で，

近代国民的身体と結びつけながら強語的な表現をしたのが孫稔監督であるこ

とは，明確であろう。

五 r経典J の成立

30年代映画における近代・国民の概念の検討という課題は，孫稔作品にお

ける身体表現の一例をとって論じただけでは，とうてい終わらないだろう。

16虚著書殊「民族主義与中原電影J，1t'電影，1，1930年第4期中国然戸電影』所q史， 757頁0

17葉培大「談我所認識的幾佼明主主J，~影戯生活，1. 1931年第1巻第32期中間然戸電影』

所収， 1222 ft。
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北大文学研究科紀要

例えば，女性への表現 (W三人のそ夕、ンガ-Jv~ ， 円七粧品売場~， W女神〔神女J~ ，

F新女性』等)や， 30年代リアリズムの代表的作品群における批判的リアリズ

ム (W春蚕~， W若者の不運~， W街角の天使[馬路天使]~， W十字路』等)，また

『孤島のこ人[浪淘i少 J~ における哲学的な問いかけや，中国怪奇映画の名作

とされる r深夜の歌声[夜半歌声J~ における特徴的な思想・芸摘的表現，等々，

やるべきことは数多く残っている。

しかし，これらの問題は r近代」が発生・成立してからの，いわば「近代」

の展開という性質のものであって，本稿の視点からして見れば，むしろ本稿

に強寵されてきた 30 年代における「近1~J の登場というものを，さらに裏付

けているのである。

本稿は，あくまでも 30年代中国映画の全体像を考える際の，前提的な認識

を示そうとしたものであり，筆者のそれに関する一連の研究の最初のまとめ

である。したがって，論の横方向的な麗開は一応見送ることにし，もとの論

題にしぼりながら，筆を進めていきたいと考える。

というのも，本稿にとって，横方向的な論の展開よりもっと重要な問題が，

まだ、残っているからである。それはまず r経典」の成立という問題である O

ここで一つの歴史的事実に注目していただきたい。すなわち，中国映画にお

いて「経典」とされる作品は， 30年代の映画から数えられることになってい

ることである。

世界映画百年・中間映画九十年にあたって， 1995年には，ベスト・テンな

どの選出が頻繁に行われていた。上海電影評論学会が行ったベスト・テンの

選出(大陸映画に限って)では W女子申~， W街角の天使~， W春の河，東へ流る

[一江春水向策流J~ ， W家々の灯火[万家灯火]~， W田舎町の春[小城之春J~ ，

F祝福~， w早春二月~， W天雲山伝奇~， W北京の想い出[城南!日事J~ ， W黄色い

大地』が選ばれているが18 その最初の二作は，それぞれ1934年と 1937年の

イ乍品なのである。

18海員「京潟問地記念世界君主影誕生一百周年整中国篭影誕生九十周年系列活動総述J，r中

弱電影年鑑1996.1，中閣議影出版社， 1997。
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「国民の創生」一一1930年代中bm映痴を考察する視点をめぐって

香港の r電影双賂干むも I中港台電影一百撃」という題自の文章を掲載し

て，監督の演出・映闘史における意義・映画言語・漬技という四項自の得点

により， 30年代から 90年代までの中国大陸・台湾・香港の映画のベスト 100

を選出している。選ばれた 30 年代の作品は W恋愛と義務[恋愛与義務J~

(1933)， Wおもちゃ~ (1933)， W大いなる路~ (1934)， W女神.1 (1934)， W街角

の天使~ (1937)， W深夜の歌声.1(1937)となっている190 中国映画の経典は 30

年代から形成し始めたことは，もう定説的に定着した認識となっているが，

しかし，それは偶然ではなかった。

産業としての本格的な中国映画の製作は， 1920年代に始まった。この時期

には，道徳倫理離の大ヒット作 (W孤児救祖記~)も製作されたし，後に世界

中センセーションを巻き起こしたカンフー映爾にもつながる武侠映画のブー

ム (W粧蓮寺炎上』等)も発生した。しかし，これらの作品在中国映闘の経典

とする人は，一人もいない。もちろん，このこつの作品のフィルムがすでに

紛失していることも，一つの原因となるだろう O しかし W孤児救椋記』の延

長線上にあり，かつ，それよりさらに発展・成熟したとされている，当時，

記録的な観客動員数を誇った 1933年鄭正秋の『姉妹花』は，現在容易に見る

ことができるにもかかわらず，経典作品とはされていないのである O なぜだ

ろうか? 一言でいうと，それは， 20年代の映画が，近代・国民の概念と結

びついていなかったからである W孤児救祖記』には，脚本担当の鄭正秋の教

育の重要性という一貫したメッセージが盛り込まれているし，明星が製作方

針を変更した後の『姉妹花』にも，左翼的思想、の影響が見られるが，近代・

国民への想像という事業とは，程遠いものであった。ドラマの完成度から

れば W姉妹花けま， 30年代のいずれの作品にも負けないほどよくできており，

『大いなる路』の中の，ハリウッド映画にありふれた通俗ドラマ的なエピソ

ド(金寄らが悪徳地主に迫害され，また莱新に救ってもらったところ)を見

てみると r姉妹花』のほうが上回ることは，納得がいくだろう O しかし，こ

の作品の価値は，単に中国映画第一位代の代表的作家・葵li正秋の代表作のー

19 U'電影双選刊』第436期， 1995年12月。
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つであるということに止まり，中国映画の経典とされることはまずない。武

侠映画も w王氏自侠』のようなできのいい作品はあるが，中間映画の経典と

いう名称には，やはりまだ無縁なのである。

要するに，できがいし〉かどうかという基準の前に，一つの蔀提的条件，す

なわち，近代性と緊密に結びついたものでなければ，経典にはならない，と

いう条件が存雀するのである。 30年代の場合は，特に近代的国民の概念と結

びついている。上に挙げた『女子恥や f街角の天使~， w恋愛と義務~， wおも

ちゃれ r大いなる路~， w深夜の歌声』等は，それぞFれ，様々な思想的関心や

芸指的手法を持ちながらも，いずれも近代的国民の概念と関わりがあり，近

代的国民の概念が成立したからこそ，成り立ちえたものである。

40 年代，中国映画の経典のーっとされている作品に『田舎町の春~ (1947) 

がある。この作品を考える場合，国民の概念が稀薄であることは認めなくて

はならない。したがって，一般に経典とされるものは，必ずしも近代的由民

と結びついたものではないが(それは， 30年代映画の場合言えることだが)， 

しかし近代性と関わりがなくてはならない，ということは言えよう w田舎町

の春』の場合も，写し出されているのは，まさに近代的人間の悩みというも

のなのである。この意味で，数の限られた経典作品とは，近代性の幾つかの

顔でもあるとも言えよう。

六，映画言語の変容，または形成

中国映闘において，近代の登場と経典の成立は，同時に発生したものであ

るO これと関連して， 30年代映画における映画言語の変容または形成という

面も，こういった説野のもとで考えなければならない。

80年代以降よく言われてきたように， 30年代中毘映画は，映画言語あるい

は映画表現の「探索の時代」でもあった。この「探索」を，本稿では， 20年

代の映画言語から脱しながら，近代的映画に相応しい近代的表現を発見して

いくという，いわゆる「変容と形成」の意味で，捉えている。

20年代までの中屈では，映部のことは，主に「影戯」と呼ばれており， 30 

18 
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年代に入ってから，ようやく「電影Jという名称が主流になってきたことは，

一つの涯史的事実である。周剣雲・ 1玉県昌の著とされる，映画環論の初期の

著作『影戯概論e~ (1924年刊行と推挺される)では，冒頭に「影戯の名称Jの

一節が設けられ，まず、中間各地の映闘の名和が列挙されている。

江蘇省や猷江省では「影戯」と，北京や天津あたりでは と，

広東省では「活動彫画」と，それぞれ言い方は異なるが，意味は大同小

異である O

そして「活動影画Jの名称の妥当性を否定した後 w影戯概論』は r影戯」

と「電影」についてこう ている。

しぐさと表情においては，影戯の療技のほうが，舞台の演麟より細撤

かつ自然だと思われるが，しかしドラマの重要なる使命は，捨てて顧み

ないことができょうか。名称を統一するために，文字通り判断しでもわ

かるように，いっそのこと，く影戯〉と名づけよう 20

また，喜劇映画を試みた当時の映両人徐卒呆氏は r影戯」について，次の

ような理解を示している O

影戯は独立した興行ではあるが，表現的芸術として，つまるところ，

ドラマであろう。ドラマとしての形式は異なるとはいえ， ドラマの芸術

であることは，共通するのであろう 21

20 W影戯概論』は， 1920年代のと海に設立された映画専門の通信教育タ校「昌明電影函授学

校」が使った四穣の教科書の一つである。『影戯概論』以外は， I凍酔雲 F毒事演学』と周剣

雲・穏歩高『編劇学』と，作者がy:ER製品と忠、われる『撮影学』とである。本稿で使われ

た F影戯概論』は中国電影理論文選』所l伐のもの。引用文は，その上冊， 13][。

21徐卓:泉「彩戯者戯也J，民新特干Ur三三年以後』号， 1926年 12R。
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つまるところ i影戯」とは，映画を演劇的な視点から捉えたものであり，

実擦のところ.20年代の映画には，演劇的な痕跡は，随所に見られる。当時

の影戯の理論と実識に隠しては，すでに「論、影戯勺や i中国電影美学的

再認識一一評『影戯脚本作法~J など，何篇かの研究論文は発表されている 22

それらの研究論文にも見られるように，演劇的な「影戯JVS映画的な「電影J.

といった国式が.20年代から 30年代にかけての中国映商において存在した，

ということになろう。

しかし，こういった認識に止まっていては，問題は終わらない。さらに本

稿は，近代性や近代的国民との関わりで i影戯」と「竜一影」とを捉えていき

たい。すなわち，近代的国民の表象と想像とは，演劇的「彰戯」にとっては，

担うことのできないことであったため，映画言語の演劇的「影戯」からの解

放は，差し迫る歴史的な要請でもあったわけである。そこで.30年代映画の

映画言語は.20年代映画の演劇的映画言語から変容し，近代的国民を表象す

るのに相応しい映画言語を形成していくのである。

20年代映画にはなかった，あるいは稀にしか見られなかった映画的表現や

手法は，一斉に 30年代映画に現れた。中国映画史関係の著作や研究論文，作

品解説のような書物によく挙げられる長廻し(W春蚕J. ~大いなる路J. r夜明

け』等).ワン・シーンェワン・ショット (r十字路』等).モンタージュ (W上

海二十四小時J. r船家女』等).光や影，構図などを重要視した表現 (W女神~.

F孤島のニ人』等). トーキー映画の芸術的成熟 (r若者の不運』等).批判的

リアリズムの確立 (r春蚕J. r街角の天使J. r十字路J. rお年玉[庄歳銭J~

等).などなど.20年代映画の道徳倫理劇や武挟映画，恋愛ものなどに用いら

れた映爵言語では，とても表現することができなかった近代的国民の表象と

想像という事業は，次々と新しい映画言語を創造していく。

22 ，影戯J に関する代表的な研究論文には，主に鏡大差是「論、影戯九 (f北京電影学院学報~，

1985年第2Jl!l)と同氏円影戯か理論股史i朔源J (f当代電影~， 1986年第3期)，および

陳療禾「中国電影美学的蒋認識 評 T影戯劇本作法~J (r当代霞影j，1986年，第1期)

とカtある。
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もちろん， 20年代映画には，こういった表現や手法は完全に存在しなかっ

た，ということはないのである。現存するもっとも古い映画の r八百震の恋

[労工之愛情，または擁果縁J~ では，墓本的な演説的「影戯」の形でありな

がら，モンタージュや主観的視点の描写なども用いられている O 古典ものや

武快ものも，ある程度の実験的な手法 (W間賠記~)や，アクションの独特な

撮り方 (W英雄の息子〔児子英雄J~) などが試みられた。しかしながら，単発

的であったこれらの試みは，近代的国民という概念と結びついていないため，

また，それと結びついていないだけに，優れた映画的表現になることができ

ず，見世物的なギャグのようなものに止まってしまったのである O

また，映画言語の創造や形成とはいえ， 30年代映画における映酒的表現の

出現は，実は外国映画，特にアメリカ映画からの影響を受けながら成り立っ

たものでもある。ブランク・ボーザージの『第七天国~ (1927，中間題「七重

夫J) やハリー・ミラードの『オーバー・ゼ・ヒル~ (1920，中間題「慈母J)，

また， ドイツ表現主義や，当時の中国映岡界において名声が鳴り響いていた

ヱルンスト・ルピッチの作品等からは，表現や手法等を大いに学んでいた。

外関映匝は， 30年代中国映磁の新しい映画言語が形成していく過程におい

て，大きな役割を果たしていたのであり，それもまた，近代的国民の表象と

想像という問題と関連させながら，考えなければならない。

再び「運命的J という言葉を使うが，近代性と映画性，あるいは，どれほ

ど近代的であるかということと，どれほど映画的であるかということとは，

30年代中間映画において，運命的に結びついていたのであった。もしかする

と，こういった関連性は， 30年代中間映画に限らないことかもしれないが。

七，むすびに

すでに引用した，ジャンェミシェル・フロントの『映画と国民国家』には，

「ノ¥リウッド，アメリカの灯台，あるいは世界の中心」と題された第四章があ

り，そこで著者は rアメリカと映画の一致」という問題について，次のよう

に述べている。

-21-
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アメリカと映画の相向性についての最も明快で，多くの帰結を含む説

明とは，両者が同時期に形成されるべきものとしてあったということで

ある O ……(中略)アメリカ的ドラマツルギーの非常な有効性はそこか

ら来る。マーティン・スコセッシは次のように述べて，その点を強調す

るとともに，単純化している[""アメリカの監督はいつだって現実の曝露

よりもフィクションの実現に心を砕いてきた (Wマーティン・スコセッシ

のアメリカ映画を巡る旅J)0 [""メリエスかリュミエー/レか」というフラン

スの昔ながらの問題に照らせば，彼の言うことは正しい。しかし実際に

は「アメリカの監督」にとって問題はそういう風に立てられるものでは

ない。彼にとっては記録すべき「眼前の事実」というよりもはるかに，

これから構築されるべき物語なのだから……(中略)。

フィクションの実現という目的は最初の偉大なるアメリカ映画からし

て明白であり，それが『問民の創生J (1915) [原題を直訳すれば『由民

の誕生JJと題されていることはあまりに象徴的である O そしてまたこの

「実存的な実力行使J (ジャック・リヴェツト)がそうした表題のもと，

映爾言語の誕生をしるしづけるものであることもまた意義深いことであ

る一一少なくともこれが，映画言語の重大な部分を生み出した作品であ

ることに間違いはない。……(中略)一見いい加減な題名かと想えるが，

『国民の創生』というのはこの作品にふさわしい題名なのである 23

少し長い引用文だが，本稿にとって非常に重要なので，さらに引用しなが

ら説明していく。著者によれば，アメリカ国民は，確かに 1776年，

とともに誕生した。「だが創生神話の観点から言えば，表象としてのアメリカ

国民を生んだのはまさに南北戦争なのであり，この内戦を乗り越えたことが

のちのアメリカの飛躍を可能にしたのであるおこういった意味での南北戦争

を歴史的背景とし，かっ「映画言語の重大な部分を生み出したJW由民の鎖生』

は[""フィクションの実現Jとして，アメリカ国民の創生をこの作品なりに表

23 !f映画と原氏国家J. 98頁。
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象しながら，映画言語の基礎文法をも「創生」した。さらに著者は，グリアイ

スのこの映画は，南軍に味方し北議に敵対する姿勢で内戦を描くものである

ため iW国民の創生』はアメリカ映画の創生であるというよりもむしろその

分娩であり，ひとたびそれを越えたならアメリカ映画の成長が始まる関なの

である」と{寸け力日える 240

要するに W悶民の創生』は，アメリカ国民の創生を物語るとともに，アメ

リカ映画の創生あるいは分娩でもあり，映画言語の創生でもあったのだ，と

いうことであろう。

本稿もまた，こういった解釈を加えられた，映画芸術の生みの父ともされ

ているグリアイス監督のこの映画の題名を借用し，あくまでも象織的な意味

で， 30年代中国映画のさらなる意義付けを試みたい。

30年代中国映画においては i近代」が初めて登場し，映画もたちまちにし

て i近代的国民」の表象と想像という作業そのものの一部になり，そこで中

間映画全体の経典が生まれ，世界映画先進展のそれとも共通する近代的映画

言語が形成されていく O この意味で， 30年代中国映画は，まさしく「近代的

国民」の「創生Jであり，近代的中国映闘の経典と映画言語の「創生Jであっ

た。批判的リアリズムの伝統の確立であるとか，中国映画芸舗の「探索の時

代」であるとかは，正確かつ妥当な評舗ではあるが，中国映画における「近

代」の初登場，という意義深い歴史的な出来事がもたらした諸々の「創生」

という陪題が再認識されない限り， 30年代中国映画の全体像は，とうてい明

らかにならないだろうし，映画史の研究の土台もきちんと築き上げられたと

はいえないのである。

24 W映画と閲民間家J，97-100頁。
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